
 

 

 

 

 

第２次北斗市総合計画  

基本計画（素案） 

 

委員意見等一覧表 
 

 

資料３ 



基本構想　将来像（シンボルテーマ）について

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

基本目標１　新幹線を活かした元気で魅力あるまちづくり

基本計画１　企業誘致の推進と雇用の拡大

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

・企業誘致について、どのよう
な方法でPRしているか具体的
に示すべき。

2
質
問

主要施策（1） １　企業誘致の推進
　①高速交通アクセスに恵まれた本
市の立地環境を活かし、豊富な地域
資源や労働力を活用できる企業誘致
を推進します。
　②首都圏や北海道新幹線沿線での
ＰＲ活動や企業訪問、各種イベント
を通じ、企業の立地動向と企業ニー
ズの把握に努めます。
　③地域企業及び高等教育機関、試
験研究機関などと連携し、企業ニー
ズに対応した支援策の充実を図りま
す。
　④鉄路、空路、海路などの流通環
境に恵まれた工業適地としての優位
性に着目し、誘致可能な工業適地の
把握と情報の提供に努めます。

・雇用の拡大と考えれば道外からの進
出が理想であるが、市内業者でも新函
館北斗駅前に来ることは新たな商業圏
となり雇用の増加につながると考えて
おり、情報があれば企業等と条件面等
で交渉していきたいと考えている。
・立地状況によって企業の考え方も変
わってくると思うので、その辺は連絡
を取りながら進めていきたいと考えて
いる。
・PRは、最初に接触があったときに
行うが、その後は、検討していただけ
るという状況が見えれば具体の話をし
ていくという形で行っている。

・大型スーパーなど新幹線関係
で場所を探していると聞いてい
るが、大々的ＰＲして誘致する
のか、地元の既存の小さなスー
パーとの兼ね合い、その辺はど
うなのか。
・七飯町と競争になっており、
情報では七飯町が一歩リードし
ているが、どのように捉えてい
るのか。
・企業に対してＰＲはしている
のか。

4
意
見

主要施策（1－②） １　企業誘致の推進
　②首都圏や北海道新幹線沿線での
PR活動や企業訪問、各種イベント
を通じ、企業の立地動向と企業ニー
ズの把握に努めます。

・企業が参加する研修会やセミナーな
どに参加して市の支援制度や駅前地区
の商業地等の情報を提供しながら企業
誘致を推進していく。また、東京北斗
会や市内金融機関、北海道等からの情
報をもとに企業等に接触していく。

・企業誘致に関連するが、どれ
だけの人を取り込むかという想
定はどのようにしたのか。
・今あるところに人が集まらな
いというのは、メリットだけで
なく、魅力のあるものがなけれ
ば行かないと思うので、やはり
地元、近隣の方たちが常に足を
運ぶようなものを考えていただ
ければと思う。

3
質
問

主要施策（1） １　企業誘致の推進
　①高速交通アクセスに恵まれた本
市の立地環境を活かし、豊富な地域
資源や労働力を活用できる企業誘致
を推進します。
　②首都圏や北海道新幹線沿線での
ＰＲ活動や企業訪問、各種イベント
を通じ、企業の立地動向と企業ニー
ズの把握に努めます。
　③地域企業及び高等教育機関、試
験研究機関などと連携し、企業ニー
ズに対応した支援策の充実を図りま
す。
　④鉄路、空路、海路などの流通環
境に恵まれた工業適地としての優位
性に着目し、誘致可能な工業適地の
把握と情報の提供に努めます。

・企業誘致だけでなく、観光面、交流
人口の増加につなげていかなければな
らないということで、今後、市内の業
者、商店会等を交えながら、どういっ
た取り組みができるのかということも
含めて検討していきたい。

1
意
見

共通事項（計画） インパクトがあり、対外的なアピー
ルが期待できること。

・北斗市は、誕生して１０年でまだ知
名度が低いことから、シンボルテーマ
は、広くいろんな場面で市外の方の目
に触れ、知名度アップやＰＲにつなが
るという側面的効果を期待したもの。

・シンボルテーマ設定の基本的
な考え方にインパクトとある
が、必要か。
・インパクトを重視すると、見
る側が疑問を持ったり、親しみ
やすさと背反することもあるの
ではないか。

1



修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・質問をふまえ、具体例を含めた記述
に修正する。
（修正案）
１　企業誘致の推進
②首都圏や北海道新幹線沿線等で開催
される企業立地セミナーなどで新函館
北斗駅前地区の立地環境や支援制度な
どのＰＲ活動を行うとともに、関係機
関等と連携を図りながら企業訪問によ
る企業の立地動向と企業ニーズを把握
した中で企業誘致を推進します。

・インパクトは、側面的な効果を期待
したものであり、親しみやすいなどの
第一義的な考え方は重視すべきもので
あること。
広報などで市民から募集する際は、
「見る側の印象に残り、対外的なア
ピールも期待できること。」とする。

2



基本計画１　企業誘致の推進と雇用の拡大

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

・どのように企業誘致をしてい
くのかというところで、北斗市
の強みを活かしていくのであれ
ば、こういう企業に来てほしい
とか、もう少し積極的にアプ
ローチしていく姿勢が見えない
のが残念である。
・企業誘致でいろいろ考えてい
ると思うが、北斗市でなくても
同じことが言えるのではないか
という印象がある。
・持続の可能性、発展性がある
ということを重点的にアプロー
チしていくとか、もう少し積極
的にアプローチしていく姿勢が
主要施策の中に書かれていても
いい。

・主要施策は具体的な取り組み
というよりも目標ということ
か。

・基本計画の下に、毎年度見直しをし
ながら個別の事業を整理する実施計画
があり、この基本計画は基本目標のに
向けた方向性を示すものである。第2
次計画では、市民がわかりやすように
成果指標を設定している。

・具体的な手法の例がない。

5
質
問

共通事項（計画） ・総合計画は総論と基本構想、審議を
いただいている基本計画、その下に具
体的な事業について説明している実施
計画があり、この基本計画は具体的な
個々の事業を記載するものではなく、
目標に向けた施策の目的や取組方向に
ついて示すもの。

・新たな産業づくりを具体的に
記載すべき。

6
意
見

主要施策（1）

7
意
見

主要施策（1） １　企業誘致の推進
　①高速交通アクセスに恵まれた本
市の立地環境を活かし、豊富な地域
資源や労働力を活用できる企業誘致
を推進します。
　②首都圏や北海道新幹線沿線での
ＰＲ活動や企業訪問、各種イベント
を通じ、企業の立地動向と企業ニー
ズの把握に努めます。
　③地域企業及び高等教育機関、試
験研究機関などと連携し、企業ニー
ズに対応した支援策の充実を図りま
す。
　④鉄路、空路、海路などの流通環
境に恵まれた工業適地としての優位
性に着目し、誘致可能な工業適地の
把握と情報の提供に努めます。

・冬場の観光は全道共通の課題であ
り、通年型観光には取り組んでいかな
ければならないと考えているが、現段
階では具体的な事業を示す段階ではな
いと考えている。

・冬場に、今まで活用していな
かった「きじひき」にスノー
モービルやスノーボードのコー
スを作って若者を取り込むのも
産業の創出ということでやって
もらいたい。そのためには大手
の商社やデベロッパー等を巻き
込んでやっていくのはどうか。

１　企業誘致の推進
　①高速交通アクセスに恵まれた本
市の立地環境を活かし、豊富な地域
資源や労働力を活用できる企業誘致
を推進します。
　②首都圏や北海道新幹線沿線での
ＰＲ活動や企業訪問、各種イベント
を通じ、企業の立地動向と企業ニー
ズの把握に努めます。
　③地域企業及び高等教育機関、試
験研究機関などと連携し、企業ニー
ズに対応した支援策の充実を図りま
す。
　④鉄路、空路、海路などの流通環
境に恵まれた工業適地としての優位
性に着目し、誘致可能な工業適地の
把握と情報の提供に努めます。

・新駅周辺地区の立地企業に対する助
成制度を創設し、特に宿泊業や飲食
店、小売店、事業所等が複数入居可能
な不動産を建設する事業に対して他の
事業より優遇した制度として力を入れ
ており、業種を絞り込んで重点的にア
プローチすることも効果的であると考
えているが、新駅前地区以外、商業施
設以外での企業誘致も重要であると考
えている。

8
意
見

主要施策（2－①） ２　新たな産業の創出
　①高速交通拠点としての機能を活
かした観光産業をはじめ、地域資源
を活用した新たな産業の創出を促進
します。

・新幹線の開業に向けて観光振興に力
を入れてきたところであり、飲食店、
宿泊業を含めて観光産業を本市におけ
る新たな産業として位置づけて、力を
入れていきたいと考えている。また、
一次産業から三次産業のそれぞれの分
類のどれか一つに当てはまらない企業
も出てきているので、そういった複合
的な企業も含めて考えていきたい。

9
質
問

共通事項（計画）

3



修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・現在は、具体的な事業をいつ示すか
ということも明確にはお答えできる段
階ではない。

・本市の現状では、今まで主要産業で
はなかった観光産業を、本市にとって
の新たな産業と位置づけている。

・現段階では具体的な事業を示す段階
ではないとあるが、いつ頃に具体的な
事業を示すことができるのか。

・新たな産業を創出しなければ、企業
誘致は進まないと思う。新たな産業の
具体的な例はないのか。

・抽象的な表現のであった前段の部分
をセールスポイントである「交流人口
の増加」に変更することとしたほか、
当初は「新たな産業」と表現していた
後段の部分の「新たな」を削除し、表
題の「新たな産業の創出」が観光産業
を含めた内容となるように修正した。
（修正案）
２　新たな産業の創出
①交流人口の増加などの北海道新幹線
効果を活かし、宿泊業などの観光産業
や一次産品などの地域資源を活用した
産業の創出を促進します。

・提案された内容については、今後の
実施計画での検討課題の一つであると
考えており、修正はしないこととす
る。

・特定の企業を対象とした内容にした
場合に門戸を狭めているとの印象を与
えることも懸念されることから、全般
的な内容にとどめたいと考えており、
修正はしないこととする。

4



基本計画１　企業誘致の推進と雇用の拡大

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

基本計画2　農林業の振興

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

・市が実施することは現時点及び将来
においても考えていないものの、生産
者として取り組みたい旨の意向が寄せ
られた場合には、温泉排湯熱の有効活
用策として検討すべきものと考えてい
る。ただし、農業の振興という部分で
の施策としては積極的な考えにはな
い。

温泉熱を利用した実験農場を作
ることを考えてはどうか。

・富川神社から高速道路のとこ
ろに風力発電をやったらどうか
という案を出しているが、是
非、ここに風力発電を加えてい
ただきたい。

11
質
問

共通事項（計画） ・農業や林業ということであれば農林
課へ相談していただきたい。また、企
業誘致という側面もあれば、経済部へ
相談していただきたい。

檜山で舞茸栽培をやっている知
人が、北斗市でやってみたいと
いう話がある。農業なのか企業
誘致なのかわからないが、いい
案があれば紹介したいので、ど
こが所管か教えてほしい。

10
意
見

共通事項（計画） ・売電を目的とした風力発電になると
大規模な施設整備が必要になってくる
ということを考えると、将来的な管理
経費や撤去費用など不透明な部分もあ
り、市で施設整備して取り組む考えは
ないが、民間業者から適地などの相談
があった場合の相談については対応し
ていきたい。

６次産業化の推進には、いくつ
かの試行錯誤、プロセスが必要
と思うが、成果指標に取り入れ
てはどうか。

13
意
見

主要施策（2） ・主要施策２農業の安定化の①施設園
芸作物の作付拡大で、ハウスの自動開
閉など実証試験中で、結果がでていな
い状況である。また、③において高付
加価値化を図る旨を記載しており、そ
こに含まれる具体策であることから、
今後の実施計画策定に向けた検討材料
にしたい。

一次産業にもＩＴの取り込みを
積極的に考えてみてはどうか。

15
意
見

成果指標 ・推進する具体の施策として、国にお
いて助成制度が構築されていることか
ら、その情報提供に努めることを想定
しているものであるが、その際、市の
予算を通らずに生産者と国が直接やり
取りすることになり、実績の把握が困
難である。また、６次産業化の定義も
曖昧であり、現状地の把握も出来ない
状況にあることから成果指標としては
取り上げにくいものと考える。

農業経営の安定化に６次産業化
の推進とあるが、失敗例がある
と聞いている、北斗市として推
進していくべき事なのか。

14
質
問

主要施策（2－③） ・生産者が流通コストを抑えるため、
自ら生産、加工、販売すること、ま
た、商工業者と連携して行うケースが
ある。失敗例があるということだが、
北斗市には成功例もある。市が取り組
むのではなく、あくまでも生産者が取
り組むべきものであり、市はそれに対
する支援をするという役割と考える。

２　農業経営の安定化
　③流通コストの削減や高付加価値
を図るため、農産物の生産、加工、
販売を一体化する農業の６次産業化
を推進します。

12
質
問

主要施策（2）

個々の事業の例示や具体的な手
法を明記すべき。

16
意
見

主要施策（2－①） ２　農業経営の安定化
　①水稲や野菜など土地利用型作物
については、担い手農家への集積を
図り、施設園芸作物の作付拡大に努
めます。

・具体の事業を記載する。

5



修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・市として施設整備する考えはないこ
とから、施策の追加はしない。

・現状値の把握が困難であることか
ら、修正しないこととする。

・質問をふまえ、6次産業化について
は、その取組を支援すると記述を修正
する。また、ＩＴ化の取り組みに関す
る質問についても同主要施策で記載す
る。
（修正案）
２　農業の安定化
③流通コストの削減や高付加価値化を
図るため、農業の生産、加工、販売を
一体化する６次産業化に向けた様々な
取組やITを活用したスマート農業など
の取組を支援します。

（修正案）
２　農業の安定化
①水稲や野菜など土地利用型作物につ
いては、担い手農家への集積を図り、
施設園芸用ハウス等導入事業の実施に
より、施設園芸作物の作付拡大に努め
ます。

6



基本計画2　農林業の振興

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

基本計画3　漁業の振興

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

17
意
見

主要施策（3－①） ３　担い手の育成
　①新規就農希望者の受け入れな
ど、新たな青年農業者の育成・確保
に努めます。

・具体の事業を記載する。

個々の事業の例示や具体的な手
法を明記すべき。

・第一次産業におけるＩＴ活用
の取り組みについても考えてい
くべきだと思います。地元の研
究機関等を活用するなど積極的
に取り組んではどうか。

19
意
見

主要施策（3－①） ３　水産物の消費と販路の拡大
①漁協広域合併によるスケールメ
リットを活用し、販売体制の確立を
促進するほか、直営店、インター
ネットを活用した直販事業を促進し
ます。

・北斗フィッシャリーの活用について
は、運営している上磯郡漁協と連携を
図り、より効果的なPR方法を協議し
ていく。

・北斗フィッシャリーについ
て、現状では案内看板が目立た
ないなどの課題もあるが、うま
くこの直売店を活用して販路拡
大に繋げてはどうか。

18
意
見

主要施策（2－①） ２　つくり育てる漁業の推進
①養殖施設の更新、整備を進めると
ともに、稚魚及び種苗放流を促進し
ます。

・漁場環境の保全や水産資源の適正管
理を図り、つくり育てる漁業をさらに
進める際に、ITの活用も１つの方法だ
と思うので、本市の漁業形態等を考慮
したなかで、漁業者が主体となった資
源管理について、調査・研究していき
たいと考えている。

・地域ブランド化の推進につい
ては、農業、水産業が一体と
なって考えたほうがよい。ま
た、流通や消費者のことも含め
て、効果的に進めてもらえれば
と思います。

21
意
見

共通事項（計画） ・北斗市の漁業振興を中心として考え
ているが、広域合併による経営基盤の
強化やスケールメリットやを活かし、
水産物の販売などによりお互いに売上
向上を図る。

・上磯郡漁協は、北斗市、知内
町、木古内町で構成されている
ので、北斗市だけ良くなればと
はいかないが、全体が良くなる
ことも悪いことではない。どの
ような認識で検討すればよいの
か。

20
意
見

主要施策（3－②） ３　水産物の消費と販路の拡大
②北斗市沿岸で水揚げされる多品種
の水産物のPRなど、地域ブランド
化の推進による生産拡大と積極的な
販路拡大による安定した販売を促進
します。

・ブランド化に推進については、農
業、水産業での一体的な取組は現状困
難であるが、水産業については、多品
種の水産物のPRなどを中心に進めて
いきたいと考えている。

・成果指標にある「新規漁業
者」の数値は経営体数か。

22
質
問

成果指標（NO.3） 成果指標3　新規漁業者の確保
現状13名　将来目標値23名

成果指標の現状値及び将来目標値に
ついて
3現状値は、平成28年度までの新規
就漁者数
　目標値は、北斗市創生総合戦略重
要業績評価指標（年間1人）

・新規就漁者であり、漁協組合員資格
を持つ後継者も含まれている。

7



修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

（修正案）
３　担い手の育成
①農業新規参入者支援事業などを実施
し、新規就農希望者を受け入れること
により、新たな青年農業者の育成・確
保に努めます。

・意見をふまえ、IT活用に関する記述
を追加し、修正する。
（修正案）
２　つくり育てる漁業の推進
①ITを活用した漁業管理方法の効果検
証を実施しながら、養殖施設の更新、
整備を進めるとともに、稚魚及び種苗
放流等を推進します。

・意見を踏まえ、直営店の効果的な
PR方法等の文言を追加し、修正す
る。
（修正案）
３　水産物の消費と販路の拡大
①広域漁協としてのスケールメリット
を活用した販売体制の確立を促進する
ほか、直営店のより効果的なPRなど
やインターネットを活用した直販事業
を促進します。

・農業、水産業での一体的な取組は現
状困難であり、水産業については、主
要施策3－②で記載している「多品種
の水産物のPRなど」を中心に進めて
いくことから、修正しないこととす
る。

・広域を担う漁協と引き続き協議・検
討していく事項であることから、修正
しないこととする。

・意見を踏まえ、成果指標の現状値・
将来目標値について3の現状値に関す
る記載内容に期間と新規就業者の考え
方を追加し、修正する。
（修正案）
成果指標の現状値及び将来目標値につ
いて
3現状値は、平成20年度から平成28
年度までの新規就漁者数。
※新規就漁者数については、漁協組合
員資格を新たに取得した後継者も含
む。

8



基本計画3　漁業の振興

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

基本計画４　商工業の振興

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

基本計画5　観光の振興

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

23
意
見

主要施策（3－④） 3　水産物の消費と販路の拡大
④付加価値を高めるため、地域や関
係団体とともに加工製品の研究・開
発を促進します。

・漁協とともに、付加価値を高めるよ
うなものを研究・調査し協議していき
たいと考えている。・主要施策に「付加価値を高め

るため」とあるが例えば、夏場
にたくさん獲れるイワシなどを
冷凍保存し、冬場に何かしらの
加工などして販売するなど方法
を提案してみてはどうか。

・平成２７年の新規創業者数は
１件ですか。

24
質
問

成果指標（NO.1） [成果指標の現状値・将来目標値に
ついて]
１　現状値は、市の融資制度、補助
制度の利用実績。

・把握できる部分として、市の融資制
度、補助制度を利用した件数としてお
り、新駅前の企業立地は除いている。

意
見

主要施策（1） 1　観光資源の充実及び周遊観光の
推進
③観光協会や関係団体等と連携し
て、豊富で新鮮な食資源や四季が明
確な自然環境を活かし、体験型、滞
在型、通年型観光の確立と商品化に
努めます。

・市内には、民間の体験農園等がある
ことから、ホームページでの情報発信
など誘客促進に繋がる取組を支援して
いく。また、体験型観光を確立し、旅
行商品化を進めていく。

25
意
見

共通事項（計画） 3　観光客受入体制の充実
①観光ニーズに対応した適切な情報
を提供するため、観光案内所やきじ
ひき高原パノラマ展望台など、観光
客受入体制の充実を図ります。

・観光産業は多分野に及ぶ裾野の広い
産業で、観光客が求めるニーズも多様
である。また、今後増大が見込まれる
インバウンドへの対応なども含め、観
光客目線で見つめ直すという感覚は重
要である。

・観光客目線を捉えて、北斗市
の良さを最大限に発揮できるよ
うな施策をやっていくといよう
な形にすると、より発展的にな
るのではないか。

・観光農園を作って、温泉水を
利用したイチゴ狩りなど、収穫
体験ができる施設があれば良
い。

27
意
見

主要施策（1） ・観光振興の取組のみならず、横断的
な取組や関係機関との連携は、市政全
般に通じる事項である。事業の執行に
当たっては、常に意識して取り組んで
いく。

・観光スポットを訪れるために
は、道路状況の把握や整備も重
要な事項である。横断的な体
制、視点、関係機関の連携が必
要であり、それがなければ観光
は前に進まない。

26

9



修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・産学協働については、基本計画4の
主要施策3-①で試験研究機関の機能
の活用に関する記載があり、産学協働
の文言はないが、試験研究機関という
中に含まれていることから修正等は行
わない。

・主要施策1-①の地域資源を活かし
た魅力ある観光地づくりという中で、
主な観光スポットについては記載して
いるが、それ以外の観光資源になりう
るものも地域資源として磨き上げを行
い、一層の周知・PRに努めていきた
いと考えている。

・付加価値を高めるといった中に包含
しており、具体的なことに関しては実
施計画策定時の検討材料とさせていた
だく。

・付加価値をつけることによって雇用
の場が増えることになるので、具体的
な記載をした方が良いのでは。

・産学協働について記載した方が良い
のでは。

・観光スポットは探せばいくらでもあ
る。主要ではない観光スポットは、探
していかなければ、埋もれてなくなっ
てしまう。

・意見を踏まえ、主要施策3－④に
低・未利用資源等の文言を追加し、修
正する。
（修正案）
3　水産物の消費と販路の拡大
④低・未利用資源等の付加価値を高め
るため、地域や関係団体とともに加工
製品の研究・開発を促進します。

・制度名を明確に記載するよう修正す
る。

[成果指標の現状値・将来目標値につ
いて]
１　現状値及び目標値は、市の起業化
振興資金利子補給補助金及び創業バッ
クアップ助成金の利用実績。

・意見をふまえ、観光客目線に関する
記述を追加し、修正する。
（修正案）
３　観光客受入体制の充実
①観光客目線を重視し、観光ニーズに
対応した適切な情報を提供するため、
観光案内所やきじひき高原パノラマ展
望台など、観光客受入体制の充実を図
ります。

・主要施策1－③で体験型観光の確立
と商品化に関する記載があることか
ら、修正はしないこととする。

・観光振興の取組のみならず、横断的
な取組であることから、観光振興の取
組では修正はしないこととする。

10



基本計画5　観光の振興

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

28
意
見

主要施策（1－③） 1　観光資源の充実及び周遊観光の
推進
③観光協会や関係団体等と連携し
て、豊富で新鮮な食資源や四季が明
確な自然環境を活かし、体験型、滞
在型、通年型観光の確立と商品化に
努めます。

・冬季の観光入込客の落ち込みは道内
共通の課題であることから、観光協会
と連携し、体験型、滞在型、通年型と
いう観光確立を目指していく。また、
冬季イベントやスキー場など、近隣市
町との連携も重要だと考える。

・四季によって観光客数も変わ
り、観光業の従事者数にも増減
があるが、その辺りでうまいや
り方を行う考えはどうか。

・北斗市の基本計画であること
から、北斗市中心で記載されて
いるが、隣の函館市や七飯町な
どとの連携を、もう少し強く意
識して書かれても良いのではな
いか。

29
意
見

主要施策（5－①） 5　広域観光の推進
①みなみ北海道の玄関口として市観
光交流センターの機能充実を図ると
ともに、地域自治体や交通事業者と
の連携により、周遊観光ルートの構
築やイベント企画、旅行商品化を促
進します。

・新函館北斗駅は、函館市や七飯町、
その他渡島、檜山に向けた交通アクセ
スの拠点であり、道南エリアの各観光
地への始終着地点となる。機能や立地
環境は、みなみ北海道の玄関口という
表現をしているが、周辺市町との連携
について明記し、広域観光を強く意識
していく記載も必要であると考える。

11



修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・主要施策１－③で通年型観光の確立
について、記載しており、冬季の対応
も含んでいることから修正はしない
が、冬季イベントなどで近隣市町との
連携が重要であることから、新たに主
要施策5－②を掲げ近隣自治体との連
携を追加する。
（追加案）
5　広域観光の推進
②広域連携組織や近隣自治体、交通事
業者などとの連携により、周遊観光
ルートの構築や冬季のイベント企画、
旅行商品化を促進します。

・意見をふまえ、わが国を代表する観
光地であり、ブランド力のある函館市
を明記した表現に修正する。
（修正案）
5　広域観光の推進
①わが国有数の国際観光都市である函
館市をはじめ、美しい自然や歴史とロ
マンあふれる南北海道エリアへの玄関
口となる新函館北斗駅併設の観光交流
センターの機能充実を図ります。
②広域連携組織や近隣自治体、交通事
業者などとの連携により、周遊観光
ルートの構築やイベント企画、旅行商
品化を促進します。

12



基本目標２　誰もが幸せで輝くまちづくり

基本計画６　子ども・子育て支援の充実

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

30
質
問

共通事項（計画） ・本市は、年々出生数が減っており、
１０数年前は第２次ベビーブーム世代
（‘71～‘74年生れ）が出産する年
代であったため、出生者数が多かった
と思われる。なお、本市で出生率の大
きい２５歳～３４歳の女性の人口を平
成１８年と平成２８年と比較すると３
５．２％減少しており、出産する女性
の数自体も減っている現状である。
　また、平成２７年に策定した総合戦
略・人口ビジョンにおける人口動態か
ら、最近は若年層が札幌へ集中しその
後、就職等でさらに首都圏へ移動する
という大きな流れがあることが判明し
ており、人口減少問題の克服に向け、
平成２８年度から様々な事業を実施し
ている。

・１４年前と比較すると出生数
が３割減っている。市としては
どのような認識なのか。

32
意
見

主要施策 ・本市では子育て支援策として、高校
生までの子どもの医療費助成や多子世
帯の給食費の軽減、保育料の軽減な
ど、子育て支援策を講じてきたが、出
生数が減少していることについては、
ＰＲ下手ということが１つあるのでは
ないかと考えている。
　また、近隣市町においても本市と同
様な子育て施策に取り組んできている
ことも要因として考えている。
・広域的な環境での施設計画となる
と、北海道や函館圏域での取り組みが
必要と考える。他団体等の動向を見な
がら調査研究していく。

・北斗市は保育料や給食費の一
部無料化等を実施しているが、
市外の人たちからはあまり魅力
がなくなってきている。
・事業にはインパクトが必要で
他市町村とは競争はするが、施
設は広域的な環境で考える観点
が必要。

31
意
見

主要施策 ・平成２８年度から不妊治療助成事業
等新規事業を実施しているので利用状
況等の様子をみていきたい。
・計画は、今後１０年間の計画なの
で、具体的な新たな施策を盛り込むこ
とは難しいものの、来年度からは、次
期の子ども・子育て支援事業計画の策
定に向けた準備に入るので、今後も子
育て世帯のニーズの把握に努め、国や
北海道の動向を見ながら魅力ある子育
て支援策の展開を検討していく。

・計画に記載されていること
は、新しい事業ではなく既に実
施している事業なので、新事業
を加えることはできないか。
・今まで住んでいて魅力を感じ
ている人たちにもう１人生んで
もらうような施策を考えなけれ
ばならない。

１　子どもを生み育てる環境の充実
⑥子育て世代のニーズを把握し、時
代の要望に応える施策を展開、拡充
できるよう調査研究に努めます。

33
意
見

成果指標（NO.3） ・平成２９年度から、児童福祉法の改
正により市の役割の明確化及び要保護
対策協議会が強化されることから、対
象児童の把握、養育支援などに努め、
虐待事案の減少を目指していく。

・虐待の発生要因を把握し、指
標のとおり件数を減少させるよ
うな対策を行っていただきた
い。

13



修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・意見を踏まえ、新たな支援策の実施
に関する記述を追加し、修正する。

（修正案）
１　子どもを生み育てる環境の充実
⑥子育て世代のニーズを把握し、時代
の要望に応える施策を展開、拡充でき
るよう調査研究に努めるとともに、
もっと子どもを生み育てたくなるよう
な支援策を実施します。

・主要施策３で子どもへの虐待防止に
向けての施策を記載していることか
ら、修正はしないこととする。

14



基本計画７　地域福祉の充実

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

基本計画８　高齢者福祉、介護保険の充実

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

34
質
問

主要施策（2） ２　地域福祉活動を担う人材の育成 ・地域において見守りや支援が必要な
高齢者が増えることが予想されてお
り、現在の町内会を中心とした推薦の
仕組みによる民生委員児童委員の候補
者選定には限界があることから、担い
手の確保に向け、地域住民の協力と行
政による支援が不可欠である。

・将来的に民生委員になる担い
手の確保はどうなっているか。

36
意
見

共通事項（計画） １　健康づくりの総合的な推進
③関係機関と連携し、日頃からの健
康管理や、ラジオ体操・ふまねっと
運動などの普及を図り、介護予防と
健康づくりを推進します。

３　地域包括ケアシステムの推進
①介護が必要になっても住み慣れた
地域で暮らし続けることができるよ
う、介護だけでなく医療や予防、生
活支援、住まいを一体的に提供でき
る地域づくりを推進します。

・高齢化が進行する中で、高齢になっ
ても、住み慣れた地域で介護の必要が
なく自立して暮らし続けることができ
るよう、日頃からの身体機能の維持や
健康管理などの介護予防が必要とな
る。
・介護や支援が必要になったとして
も、近所に家族がいない、家族そのも
のがいない、近所付き合いが希薄化し
ているなど理由により、支援を要する
一人暮らしの高齢者や高齢者のみ世帯
等の高齢者が、自分の心身状態にふさ
わしいサービスが受けられるよう、医
療、介護、介護予防、住まい、生活支
援が包括的に提供される地域包括ケア
システムの推進が必要である。

・高齢者による高齢者の介護問
題について疑問を感じている
が、市の対策はどのようになっ
ているのか。

35
意
見

主要施策（3－②） ３　ボランティア意識の醸成と活動
団体の育成
②市民一人ひとりが持っている技能
を活かして、社会福祉協議会との連
携により、ボランティア活動への参
加のための啓発や市民が参加しやす
い仕組みづくりに努めます。

・地域づくりのためには、地域住民の
主体性を醸成していくとともに、住民
自身の取り組みを支援し、ボランティ
ア活動への参加を促していく必要があ
る。
　そのため、ボランティアスクールの
開催や海岸線クリーン作戦などを通
じ、誰でも気軽にボランティア活動が
できることを啓発するとともに、高齢
者の多い地域や若い人の多い地域、都
市部や山間部などその地域の実情に応
じた地域づくりができるよう支援す
る。

・地域住民が主体的に地域づく
りに取り組むような仕組みづく
りがこれから必要になってくる
のではないか。

15



修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・質問を踏まえ、主要施策名を修正
し、その中に人材の確保を含めた施策
を追加する。

（追加案）
２　地域福祉活動を担う人材の育成・
確保
③民生委員児童委員の人材を掘り起こ
すため、活動内容等に対する理解促進
に向けた取組を推進します。

・意見を踏まえ、介護予防と健康づく
り推進の目的を文言として追加する。

（修正案）
１　健康づくりの総合的な推進
③自立した生活を送るための機能維
持、向上が図られるよう関係機関と連
携し、日頃からの健康管理や、ラジオ
体操・ふまねっと運動などの普及を図
り、介護予防と健康づくりを推進しま
す。

・意見を踏まえ、介護が必要になる前
からの生活支援を含む包括的な支援が
必要であると考え、文言を修正する。

（修正案）
３　地域包括ケアシステムの推進
①高齢者のみ世帯等の支援を要する高
齢者が、一人ひとりの心身状況にふさ
わしいサービス等が受けられるよう、
医療、介護、介護予防、住まい、生活
支援が包括的に提供できる地域づくり
を推進します。

・意見を踏まえ、主体的な取組を含め
た記述に修正する。

（修正案）
３　ボランティア意識の醸成と活動団
体の育成
②市民一人ひとりが持っている技能を
活かし、市民の自主的・主体的な参加
によるボランティア活動を促進しま
す。

・民生委員に関しては、わからない人
も多いと思うので、どのような活動を
しているのか知ってもらえるのは非常
に良い。

16



基本計画９　障がい者（児）福祉の充実

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

基本計画１０　保健予防、医療環境の充実

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

基本計画１１　生活困窮者に対する福祉の推進

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

38
意
見

主要施策 ・水痘ワクチンについては、具体的な
施策としてのご意見として承りたい。
　なお、今後法定化や効果の顕著と考
えられる予防接種については、保健医
療福祉問題協議会と協議し、医学的見
地に基づき、充実に努める。

・５０歳以上の希望者に水痘ワ
クチンを帯状疱疹予防として接
種できるような施策を考えてほ
しい。

37
質
問

主要施策（3－④） ・手話言語条例（仮称）については、
ろう者とろう者以外のものが共生する
ことができる地域社会を実現すること
を目的とし、言語としての手話の普及
を図るため北海道においても条例制定
が予定されていることから、具体の内
容については、今後状況を見ながら検
討する。

・手話言語条例（仮称）の制定
とあるが、どのような内容か。

40
質
問

共通事項（計画） ・平成２８年１１月現在、本市の保護
率（人口に対する保護人員数）は
1.55％となっており、一方、函館市
の保護率は4.61％であり、本市は函
館市より割合が低くなっている。

・函館市は生活保護世帯の割合
が高いが、北斗市の現状はどう
なっているか。

39
質
問

共通事項（計画） ・平成２７年国勢調査では、本市の母
子世帯は584世帯（全世帯のうち
3.2％）、父子世帯は53世帯（全世
帯のうち0.3％）となっている。一方
で、函館市の母子世帯は2,882世帯
（全世帯の2.3％）、父子世帯は170
世帯（全世帯の0.1％）となってお
り、母子世帯・父子世帯の割合とも函
館市を上回っている。
　これは、本市の福祉施策・子育て支
援制度が充実しているからと考えら
れ、同調査における年少人口の割合
（本市13.7％、函館市10.2％）も本
市の方が上回っている。

・函館市は母子世帯の割合が高
いが、北斗市の現状はどうなっ
ているか。

17



修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・主要施策に予防接種に関する記述が
なかったことから、以下の文言を追加
する。

（修正案）
２　予防接種の充実
①感染症発生の予防と蔓延を防ぐた
め、各種予防接種を実施し、接種率向
上のための勧奨を行うとともに、保健
医療福祉問題協議会と協議し予防接種
の充実を図ります。
　
（元の主要施策２を主要施策３に、元
の主要施策３を主要施策４とし、主要
施策を追加）

18



基本計画１２　学校教育の充実

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

42
質
問

主要施策（5） 　職業観・勤労観を育む学習は、職業
的発達にかかわる諸能力の育成が必要
となるが、すでに、小学校から児童の
発達段階に応じて、勤労観を育成する
学習を始めており、中学校では、就労
体験をとおして、勤労の意義や職業の
社会的な役割を理解させる学習を実践
している。
　また、これまで高等学校との連携や
公立はこだて未来大学、北海道教育大
学函館校、函館工業高等専門学校など
の講話や出前授業などにより、自分の
進路を思い描き、職業や仕事への関
心・意欲を高めている。

・キャリア教育について、計画
では触れていないが、どのよう
に考えているのか。

41
意
見

主要施策（2－②） ２　確かな学力の育成
②補助教員や学習支援員の配置など
によるきめ細かな指導体制の工夫改
善を図るとともに、ＩＣＴ機器の活
用によるわかりやすい学習指導と情
報能力の育成に努めます。

・タブレット端末については、あくま
でも教師や生徒の補助教材として導入
していく考えである。
　教師については、授業の資料作成の
時間短縮、児童については、学習意欲
の向上や理解を深めるために有効活用
し、懸念されるメディア・リテラシー
については、児童の発達段階に合わせ
た情報教育の中で指導していく。
　なお、タブレット端末の授業の中で
の活用については、発表資料の作成や
体育の時間の自分の実技を確認などを
予定している。

・タブレット端末の導入におい
て、低学年におけるメディア・
リテラシーや家庭内などにおけ
るコミュニケーションの減少を
助長することがないような対
策、考慮が必要でないか。
　タブレットの授業等の活用内
容をお知らせください。

44
質
問

主要施策（1） ・安全とは、学校施設の整備や自らの
身を守るための能力を身につけること
であり、安心は子どもたちが事故や事
件に遭わないような教育環境を構築す
ることであり、それが、日常的に全て
の学校が同じような教育環境にできる
ことが安定だと考えており、具体的に
は、学校での防災教育、安全教育、防
犯教育などの推進、地域での子どもた
ちの登下校時などの見守り活動など、
学校、家庭、地域、関係機関が連携
し、子どもたちの安全・安心を図って
いく。

・安全・安心とは何か、教育委
員会の考えや指導について教え
ていただきたい。

43
質
問

主要施策（4－③） 　数年前から、幼稚園、保育園、小学
校の園長、学校長、先生方による幼保
小連携協議会をつくり、小学校が保育
園、幼稚園に求めること、保育園、幼
稚園が小学校に求めることにはギャッ
プがあったが、小学校、幼稚園、保育
園の先生方が、それぞれの子どもの様
子を見に行き情報交流を深めている。
それ以外にも行事毎に、校長、園長が
見に行くということを実践しており、
今後も、連携や情報交流を深めるよう
に促していく。

・幼稚園、保育園が小学校との
連携で年長と小学校１年生との
つながりが大事だと思うが、具
体的な取り組みについて知りた
い。

19



修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・質問を踏まえ、キャリア教育や高等
教育機関との連携に関する記述を追加
し、修正する。

（修正案）
５　社会を生きる力を育む教育の推進
④児童生徒一人ひとりの自己実現にむ
けて、地域産業や高等学校などとの連
携によるキャリア教育の充実に努めま
す。
⑤高等教育機関が有する機能を有効活
用し、産業・文化・生涯学習の振興な
ど地域づくりを推進するため、大学や
高等専門学校などとの連携を図りま
す。

・意見を踏まえ、ＩＣＴ機器の適切な
使い方を追加し、修正する。

（修正案）
２　確かな学力の育成
②補助教員や学習支援員の配置などに
よるきめ細かな指導体制の工夫改善を
図るとともに、ＩＣＴ機器の活用によ
るわかりやすい学習指導と適切な利用
の仕方など、情報活用能力の育成に努
めます。

20



基本計画１４　生涯学習の推進

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

基本計画１５　文化、スポーツの振興

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

46
質
問

主要施策（1－④） １　青少年学習活動の充実
④豊かな心を育むため、芸術文化に
触れる機会の拡充に努めます。

・以前は毎年、劇団四季などを全校生
徒に見せていたが、現在は小・中学校
向けの公演は、総合文化センターで３
年に１回実施している。また、各文化
団体などが各学校に出向き、茶道や書
道、和楽器の体験、郷土芸能などの出
前授業を行っている。

・各学校で子どもたちに芸術文
化に触れるカリキュラムはある
か。

45
質
問

主要施策（1－④） １　青少年学習活動の充実
④豊かな心を育むため、芸術文化に
触れる機会の拡充に努めます。

・文化団体協議会やかなでーる協会が
芸術文化コンサートや音楽発表、演劇
などを開催し、より一層、多くの市民
の皆さんが良い芸術に触れる機会を増
やそうと考えている。

・豊かな心を育むため芸術文化
に触れる機会の拡充とあるが、
具体的にはどういった取り組み
をされているか。

主要施策（3－②） ３　市民皆スポーツの実践
②だれもがスポーツを楽しむことが
できるよう総合型スポーツクラブと
連携し、ニュースポーツの振興など
に努め、市民皆スポーツの実践を目
指します。

４　スポーツ指導者の育成と活動内
容の充実
②スポーツを通じた青少年の育成の
ため、学校と地域指導者が連携し、
スポーツ少年団活動などの充実に努
めます。

・総合型スポーツクラブとの連携やス
ポーツ指導者の育成を通じ、青少年ス
ポーツの振興には特に力を入れている
と考えている。

・少年時代のスポーツは人間形
成に影響がある。高齢者にもス
ポーツは大切だと思っている。
子どものときからどのようにし
たら良いかということが重要な
課題であるので、力を入れてい
ただきたい。

47
質
問

主要施策（4－②） ４　スポーツ指導者の育成と活動内
容の充実
②スポーツを通じた青少年の育成の
ため、学校と地域指導者が連携し、
スポーツ少年団活動などの充実に努
めます。

・スポーツ少年団は団体数２６団体、
４８２名となっている。
・スポーツ推進員については２０名
で、子どもたちを含めた体育指導や体
育行事への協力、ラジオ体操の普及な
ど、さまざまなスポーツの指導をして
いる。
・少人数学校の体育指導については、
部活動での団体競技は厳しい状況であ
るが、他校の部活に入部し一緒に部活
動をした例はあり、小規模校同士や中
規模校に行って体育の授業を一緒に受
けるというような活動を進めている。

・スポーツ少年団の北斗市内の
団体数の状況、体育指導員（ス
ポーツ推進員）の活動内容、少
人数学校での体育指導について
お聞きしたい。

49
意
見

主要施策（1－②） １　芸術文化活動の振興
②各種サークル・団体の育成と文化
活動推進のための指導者育成を図
り、魅力ある芸術文化活動を促進し
ます。

・今後とも、魅力ある芸術文化活動の
促進に努めたい。

・文化活動、生涯学習講座につ
いては、以前は技術や芸術文化
を高めるということを目標にし
ていたが、高齢になり、集まっ
た仲間が楽しく、仲良く、自分
が良かったと思えることが大事
であり、気持ちが薄れてくると
思うので、緊張したりすること
が必要である。

48
意
見

21



修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・主要施策３－②で総合型スポーツク
ラブとの連携、４－②で学校と地域指
導者の連携、スポーツ少年団活動など
の充実を記載しており、意見の内容を
含んでいることから、修正はしないこ
ととする。

・文化団体が高齢化している中、地域
と学生が一緒に文化活動を行うことに
ついても、今後進めていただきたい。

・各文化事業の開催にあたっては、学
生の参加について、促進していく。
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基本計画１６　移住・定住の促進

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

50
質
問

共通事項（計画） ・平成29年度から新たな取り組みと
して、首都圏や札幌圏からの転入者に
対する引越し費用や空き家バンクに登
録されている空き家に転入する方への
助成を行っているため、補助や施策と
しての実績はないが、平成28年度の
札幌圏と道外からの１年間の転入者数
は492人となっている。

・平成28年度の移住者数の実
績は何人か。
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修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案
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基本目標３　安全･安心な便利で暮らしやすいまちづくり

基本計画１７　防災対策の強化

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

・見直し時期を具体的に明記する。

・ランデブーポイントは、市内に２９
箇所あり、そのうち冬期間も使用でき
るのは３箇所となっており、場所につ
いては、南渡島消防事務組合のホーム
ページにリンクされている、道南ドク
ターヘリ運航調整委員会のページでみ
ることができる。

・ランデブーポイントは、消防救急隊
員が必要と判断した場合に使用するこ
とになっており、一般住民の方が直接
利用することはないので、周知の必要
はないと考えている。

52
質
問

成果指標（NO.2） ・平成２９年度までの備蓄計画で、
６，０００人が避難所で１日過ごせる
数（食料品であれば、１８，０００
食）を備蓄目標としている。

・防災備蓄品の備蓄数、品数が
１日・６，０００人分となって
いるが、何日分を想定している
のか。

51
意
見

主要施策（1－①） １　防災･減災対策の推進
　①　防災対策の基本となる地域防
災計画については、随時の見直しを
行うとともに、各種ハザードマップ
についても必要に応じた修正や作成
を行い、市民周知に努めます。

・個々の事業の例示や具体的な
手法などを明記すべき。

基本計画１８　消防、救急体制の強化

56
質
問

主要施策（2－②）

・ドクターヘリのランデブーポ
イントは、市内に何箇所あり、
場所を市民に知らせているの
か。

・ホームページを見れない方へ
の周知等の工夫はないのか。

・消防団員の定数確保のための
加入促進はどのように行うの
か。

57
質
問

成果指標（NO.1） ・国が示す消防力の指針の基準値を北
斗市に当てはめ、大災害時の避難誘導
等における市街地人口を勘案して出し
た数字。

・消防団員数の目標値３００名
は、確保すれば、十分評価され
た結果の数字なのか。

55
質
問

主要施策（1－③） ・現在、機能別団員や学生団員などの
加入促進策について検討中である。

53
質
問

共通事項（計画）

54
質
問

共通事項（計画）
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修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・市役所庁舎、分庁舎、両支所と、建
築年度が新しい住民センターには設置
している。
　設置のない施設については、リース
業界と防災協定を締結しており、必要
な設備を調達する体制となっている。

・津波発生のある地震発生時には、防
災拠点を大野地区に移す体制をとる。
・要支援者は現在把握中であるが、
7,000名程度いると想定している。

・見直し時期を具体化するよう、加筆
修正する。

（修正案）
１　防災･減災対策の推進
　①　防災対策の基本となる地域防災
計画については、法改正や北海道の計
画変更などにあわせた随時の見直しを
行うとともに、各種ハザードマップに
ついても必要に応じた修正や作成を行
い、市民周知に努めます。

・地震発生時に、消防本部への集合は
危険ではないのか。
・要支援者はどのくらいいるのか。

・避難所における自家発電装置の整備
状況はどうなっているのか。

26



基本計画１９　交通安全、防犯、消費者被害対策

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

・交通安全の面からも、除排雪
の適宜適切な対応と、除雪体制
をきめ細やかにしてほしい。
・冬場の除雪体制の検討をして
ほしい。
・災害時に安心して避難できる
除雪をしてほしい。
・轍ができない様に基準を変え
てほしい。

・現在ある流雪溝の利用状況は、降雪
後に地域住民による投雪が概ね行わ
れ、道路脇の堆雪が少ない状況となっ
ており、有効に利用されている。
・今後の整備計画については、流雪溝
の整備は、水利上の条件整理や、新た
に河川から取水するとなると長期の調
査期間が必要となり、また、整備費用
が多額となることが障害となる場合が
多いため、新たな整備は現在考えてな
い。

60
意
見

成果指標（NO.1） 　道路の舗装率について
　７４．４％

58
意
見

主要施策（4） 主要施策４　消費者被害対策の実施
②被害の未然防止に向け、自立した
賢い消費者の育成に努めます。この
ため、広報誌による啓発活動や、高
齢者にも分かりやすい消費者講座や
研修会を開催するなど、消費者教育
を推進します。

・特殊詐欺についても、消費者被害対
策の中で対応しているものであるが、
理解しやすい表現とする必要があると
判断する。

・消費者保護のみではなく、高
齢者を狙った特殊詐欺について
も謳うべき。

・市街化区域内の舗装率は９９．９％
で、ほぼ完了しておりますが、林道等
を含めた市道全体の舗装率は７４．
４％となっており、今後１０年間の増
加予想は、０．２％程度を想定してい
る。目標数値が現状値とほぼ変わらな
いため、今後の整備がほとんど行われ
ないような誤解を与える恐れがある事
と、７４．４％が林道等を含めた舗装
率のため、舗装整備状況が遅れている
イメージを与えかねないため、再考し
舗装率は成果指標からの削除する。

・成果目標の道路の舗装率につ
いて、将来目標値を矢印ではな
く、なるべく数値にするような
考えはないか。

59
意
見

主要施策（2－②） ・冬期間の快適な道路利用を図るた
め、効率的な除排雪を実施し、自動
車と歩行者の安全確保に努めます。

・除雪体制や除雪基準などについて
は、国、北海道、近郊の市町村の情報
収集を行い検証を行っていく。また、
国道・道々・市道など道路管理者が異
なることから、連携を図り、状況に対
応した効率的な除排雪に努めていきた
い。

61
質
問

主要施策（2－②）

・流雪溝の利用状況と、今後の
整備計画について

基本計画２０　生活道路の整備

62
意
見

主要施策（2－②）
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修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・舗装率を成果指標として設定してい
たが削除する。

・主要施策４ー②について、一部特殊
詐欺について表現を加える。

（修正案）
主要施策４　消費者被害対策の実施
②特殊詐欺をはじめとする消費者被害
の未然防止に努めるため、広報誌によ
る啓発活動や、高齢者にも分かりやす
い消費者講座、研修会を開催するな
ど、消費者自らが必要な知識を習得
し、自主的かつ合理的に行動できるよ
う推進します。

・意見をふまえ、他の道路管理者との
連携や状況に応じた対応の記述を追加
し修正する。

（修正案）
主要施策２－②
冬期間の快適な道路利用を図るため、
国や北海道とも連携を図り、状況に対
応した効率的な除排雪を行い、自動車
と歩行者の安全確保に努めます。

・市営住宅周辺は路上駐車が多く除雪
作業の妨げとなっているので、対策は
できないのか。

・路上駐車対策は市としても課題であ
り、広報やチラシ配布により周知を
行っているが、地域の方の協力が一番
である。
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NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

基本計画２３　公園、緑地の整備

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

・サッカー場、ラグビー場に食
堂やコンビニを誘致できない
か。

・「災害時の避難場所としての
公園整備」とあるが、冬期間の
防寒用の備蓄品はあるのか。

65
意
見

成果指標（NO.1） 成果指標

１　市営住宅の管理戸数
　現状値１，００７戸（２３団地）
　将来目標値　902戸（１８団地）

・北斗市公営住宅長寿命化計画では、
政策空家など老朽化の著しい団地につ
いては廃止や統廃合を行い、維持管理
の軽減化に努めていく計画となってい
る。そのため、５団地については除却
を進めていく。政策空家を考慮した数
値で修正すると現状地は８８８戸にな
るため、その数値を基に指標化すると
将来目標値は９０２戸となり管理戸数
は減少しない。また新函館北斗駅前に
道営住宅４０戸の建設も決まっており
公営住宅総数は大きく増加することが
見込まれる。
住宅性能の向上を指標化するものとし
て、市営住宅の改修事業を指標として
加える。
・市営住宅へのユニバーサルデザイン
の導入について、主要施策２－③で記
載のとおりだが、具体的には更新を予
定している茂辺地団地について、建設
時に考慮した団地としていきたい。

・老朽化した団地は減らしてい
くという方向なのか。

・住宅を減らすというのを目標
というのに違和感を感じるるこ
とと、ユニバーサルデザインの
導入や住宅性能の向上を記載で
きないか。

・市営住宅の入居申し込みが３
０～４０倍と高倍率になってい
る状況を放置するのか。また、
特に利便性の高い地域の競争率
を改善する余地はあるか。

63
質
問

共通事項（計画） ・平成２８年度では、平均倍率は３～
４倍程度であり、募集に対し応募者が
いない住宅が直近で２８戸ある状況の
ため、新規の住宅建設は今後の１０年
間で予定は無い。
なお、連続して抽選から漏れる申込者
には、確率が上がる抽選方法を実施し
ている。

基本計画２１　住環境の整備

64

・市営住宅へのユニバーサルデザイン
の導入について、主要施策２－③で記
載のとおりだが、具体的には更新を予
定している茂辺地団地について、建設
時に考慮した団地としていきたい。

67
質
問

主要施策（1－①） ・芝の維持管理上、冬期間の使用は好
ましくないため閉鎖することになる。

・冬場の活用についてどう考え
るか。

66
質
問

主要施策（1－①） ・サッカー・ラグビー大会は開催期間
が限定され、運動公園周辺地域を見て
も住宅街ではないことから、誘致は難
しいと考える。
ただし、大会時には弁当の仕出し屋等
を紹介するなどし対応していきたい。

68
質
問

主要施策（1－②） ・公園整備としては、屋根やテントの
設置は考えていない。備蓄の観点で
は、現在の計画では防寒用品の備蓄は
していないが、平成３０年度以降の新
たな備蓄計画を策定する上では、冬期
間の対策を考慮した計画としていく予
定である。

・不人気の団地について、バリ
アフリー化やユニバーサルデザ
インの導入など、付加価値をつ
け魅力を向上するような計画案
は今後あるのか。

意
見

共通事項（計画）
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修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・意見を踏まえ、成果指標を修正・追
加する。

１　市営住宅の管理戸数　（政策空家
を除く）
　現状値　８８８戸（１８団地）
　将来目標値　902戸（１８団地）

２　市営住宅の改修事業
　現状値　１４棟
　将来目標値　２５棟

・付加価値をつけ魅力を向上させる計
画について、更新予定の茂辺地団地
は、主要施策２－③で記載のとおり、
安全・安心・ゆとりに配慮し、適切な
駐車場や公園の配置に努めることから
修正はしないこととする。
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基本計画２３　公園、緑地の整備

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

・公園利用者のニーズはどのよ
うに把握し、今後どのようにし
ていくか。

基本計画２５　公共交通の充実

・高齢社会が進んでいく中で公
共交通のあり方について、丁寧
な議論が必要になるのではない
か。

69
質
問

主要施策（2） ・公園内の維持管理等を委託している
町内会から随時状況の報告を受けてい
る。
軽微な故障や異常は早急に対応してい
るが、危険性の高いものなどは一時的
に使用禁止、撤去などで対応し、必要
に応じて予算化のうえ修繕するなどし
ている。
　なお、職員が１年に１回全ての公園
遊具の点検のためパトロールをしてい
る。

・公園施設の老朽化等の点検や
整備について、具体的にどのよ
うに行っているか。

71
質
問

成果指標（NO.1） ・道南いさりび鉄道では経営計画によ
ると利用人数が1,800人まで減少す
る見込みであり、バスについても、少
子化などの影響により利用者が減少傾
向であるが、主要施策を実施すること
により、少なくても現状維持を目標と
した。

・道南いさりび鉄道利用人数や
バスの乗車密度の将来目標値が
現状維持で、経営環境が厳しい
いさりび鉄道などの維持ができ
るのか。

70
質
問

主要施策（2－③） ・街区公園については主に町内会から
の要望により把握しているが、規模の
大きい公園についてはアンケート等を
行いニーズの把握に努める。
　また、運動公園拡充については、利
用者・各協会・学校・クラブなどから
意見を聴取し、整備計画に反映させて
いる。

73
意
見

主要施策（2－①） ２　鉄道交通の確保と利用促進
①沿線市民の交通手段として重要
な、道南いさりび鉄道は、市民が安
心して利用できる公共交通として確
保に努めます。

道南いさりび鉄道は、経営環境が厳し
く、開業後5年を目途に経営状況の検
証、見直しを行うこととなっているこ
とから、その確保のためには、利用促
進の取組が重要であり、必要な方策に
ついて道や沿線市町で協議していく。

・個々の事業の例示や具体的な
手法などを明記すべき。

72
意
見

主要施策（1－②） １　公共交通の確保と充実
②高齢社会や人口減少などの環境変
化と交通需要に応じ、公共交通のあ
り方について議論を深めていきま
す。

高齢社会の中での公共交通は重要な生
活インフラであり、市民アンケート結
果からも公共交通の充実が求められて
いることから、市が主体となり市民と
交通事業者も含めた中で公共交通のあ
り方について議論を深めていく。

74
意
見

成果指標 3　バス交通の確保と利用促進
③北海道新幹線の開業などの環境変
化や新たな交通需要に対応し、利便
性の高いバス路線のあり方につい
て、南北市街地連絡バスの見直しと
併せて検討します。

・南北市街地連絡バスは、市民の声を
反映し、２つの市街地を結ぶ交通とし
て、融合融和を含めて所期の目的は十
分に達したとものと考えている。
成果指標については、他の路線開設と
合わせて今後検討しなければならない
ものと認識しているので、記載しな
い。

・公共交通の充実のなかで北斗
市独自で行っている南北市街地
連絡バスのことはふれないの
か。
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修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・意見を踏まえ、具体例を含めた記述
に修正する。

（修正案）
２　鉄道交通の確保と利用促進
①沿線市民の交通手段として重要な道
南いさりび鉄道は、沿線地域協議会に
おいて必要な方策などを協議し、市民
が安心して利用できる公共交通として
確保に努めます。

・意見を踏まえ、具体例を含めた記述
に修正する。

（修正案）
１　公共交通の確保と充実
②高齢社会や人口減少などの環境変化
や交通需要に応じ、市民や交通事業者
との意見交換の場で議論を深め、公共
交通のあり方について検討します。
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NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

基本計画２６　公共施設の長寿命化

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

基本計画２５　公共交通の充実

・建築系公共施設の築年別延床
面積は掲載されているが、イン
フラ系公共施設に関して、例え
ば、年代別、あるいは造成され
た年別に仕分けして数を出すと
かできないか。長寿命化はイン
フラ系も今後必要。
　また、設備系も概要等に記載
しているといいのでは。

・事業計画に基づいて実施する
のであろうが、適宜、早急にや
らなければいけないところは、
順番を繰り上げても進めていた
だければ、ありがたい。

79
意
見

成果指標（NO.2） №1　建築系公共施設の利用満足度 ・橋りょうと市営住宅の長寿命化につ
いては、国庫補助事業の採択の前提と
なった具体計画が公表済であり、それ
ぞれの基本計画の成果指標として改修
水準を示している。
　しかし、これ以外の施設については
具体計画がない、あるいは、検討を要
するものがあるため、結果として、総
合的な将来数値といった指標を示すこ
とは困難である。

・総合して成果指標に盛り込む
ことは難しいのか。利用満足度
もさることながら必要な耐震化
やパーセンテージの上昇などを
示した方がいい。

78
意
見

図表
図表
■建築系公共施設の概要
■建築系公共施設の建築年別延べ床
面積
■インフラ系公共施設の概要

・インフラ系公共施設の年度別の整備
状況については可能な限り示してい
る。
　なお、市道は平成13年度以降の道
路台帳データしかなく、古くからの経
緯を示すことは困難である。
　また、設備についても備品を含める
と膨大となり、設置年が不明なものが
多くあるため、現状では困難である。

77
意
見

共通事項（計画） ・本項の基本計画では、経済成長期に
つくられた多くの市内公共施設が、今
までのような人口増や財政規模の拡大
が見込めない中で更新時期を迎え、現
有施設を効率的な修繕・改修費でいか
に長く使っていくか、今後の個別の公
共施設の長寿命化計画の策定や実行に
当たり、財政的な視点で共通する基本
方針を示したもの。
　したがって、個別・具体の事業計画
は、総合計画・実施計画との調整を図
りながら今後実行されることになり、
この実施計画段階での事業年度の一部
変更は、劣化度の状況によりあり得る
ものと考える。

意
見

主要施策１、２

76
意
見

共通事項（計画）

75
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修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・図表を次のとおり追加することとす
る。
■建築系公共施設の概要
■建築系公共施設の建築年別延べ床面
積
■インフラ系公共施設の概要
（以下追加）
■橋りょうの建設年別面積
■上水道の敷設年別現在価値
■下水道の施設年別延長

・道南いさりび鉄道ながまれ号の観光
利用について、他の部会で審議してい
るか。

・しごとづくり部会での審議事項、基
本目標１の基本計画５　観光の振興に
道南いさりび鉄道を観光資源と位置付
けて記載しており、審議をいただいて
いる。

・どちらも現在ある会議で、地域公共
交通会議は、地域の実状に合わせた交
通を確保する場合に開催する会議であ
る。
・沿線地域協議会は三セクの経営や運
行、利用促進などを協議している。

・成果指標を修正、追加はしないこと
とする。

・実施計画で検討する事項であるた
め、基本計画は修正しなこととする。

・地域公共交通会議と沿線協議会は、
現在組織されているのか。
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基本計画２７　環境衛生の充実

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

指
摘
事
項

成果指標（NO.2） ・粗大ごみは、収集量として把握はで
きるが、処理をする時に、金属などを
取り除いた後、不燃ごみなどと一緒に
破砕処理をし、リサイクルするため、
粗大ごみのリサイクル率を表すことは
できない。

意
見

計画全体

・大型ごみと破砕したごみなど
表記できれば良いと思うので検
討してください。

85

82

・空家バンクを使うと誰かが見
つけてくれるとかではなく、若
い世代の定住を促すような支援
制度などを積極的にしたほうが
良い。もっと市が関わるほうが
良いのではないか。

基本計画２８　廃棄物対策、リサイクルの推進

質
問

成果指標（NO.2）

84

・内訳については、資料編に掲載のと
おり。

・リサイクル率は、５６.０％と
なっているが、対象は何か。

80
質
問

現状と課題 ・桜岱地区の火葬場は、建築後４５年
経過し老朽化しているが、設備がまだ
使用可能であることから、当面は補修
をしながら使用していく。また、多人
数で使用するときは、待合室が狭いと
の指摘は、参列者が４０人以内であれ
ば火葬場内の待合室で、また40人以
上や火葬が重複したときには、別棟の
待合室を使用し、多人数に対応してお
りますが、別棟の待合室も老朽化して
いることから、火葬場と同様に補修を
しながら使用していく考えである。
　また、市内には、向野地区にも火葬
場があり、2ケ所での火葬により対応
していることから、今後は向野地区も
含めた市全体としての運営方針を検討
する。

・火葬場が老朽化していて、用
地買収をしていると聞いた。待
合室が狭く、多人数で行けない
状況であり、火葬場を設けるこ
とはないか。

81
意
見

主要施策（1） １　空家等対策
　③居住可能な空家等については、
空き家バンク制度などによる利活用
が期待できるため、関係課と連携し
ながら、その解消に努めます。

・支援制度については、基本目標２の
基本計画１１「移住・定住の促進」に
記載のとおり取り組んでいくが、今後
は利用者の詳細なニーズを把握し、き
め細かな対応をしていく。

83
質
問

主要施策（1）
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修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・計画全体において、関連する基本計
画や主要施策があると思うので、関連
項目などを表記すると分かりやすい計
画となるので検討していただきたい。

・総合計画策定にあたって、市民の皆
さんが分かりやすい計画にするとうい
う考えから、見直ししていく。

・基本目標２－基本計画１１に記載し
ているため、修正しないこととする。

・成果指標の修正はしないこととす
る。

・空家は全部把握しているのか。
・空家になってから２０年以上経過し
た物件について、解体を行うことはで
きないのか。
・空家ついての図表を掲載する考えは
ないのか。

・全所有者は把握できていないが、今
後追跡調査などを行い把握に努める。
・解体に関しては、年数で判断するの
ではなく、国のガイドラインの基準に
従って所有者に対して指導を行ってい
く。
・掲載する。
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NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

基本計画２８　廃棄物対策、リサイクルの推進

91

90
質
問

主要施策（1－①）

88
質
問

主要施策（1）

86

指
摘
事
項

成果指標（NO.3） 成果指標№３
　不法投棄の状況　現状値1,001

・不法投棄の状況で、現状値に
単位がないので、標記してくだ
さい。

・市では、住宅用太陽光発電設備シス
テム補助制度の実施や公共施設の改修
時には、照明をＬＥＤ化するなど、二
酸化炭素の削減対策に努めている。
　エコカー導入の際の補助制度につい
ては、エコカー減税など国の施策があ
りますが価格が高価なため、進展して
いる状況にないことから、当面は身近
な取り組みからの啓発に努めるべきで
あると考え、市での独自による補助制
度は考えていない。
　公用車については、一部ハイブリッ
ド車を使用しておりますが、更新の際
は普通車両に限定している。しかし、
将来に向けては電気自動車の導入も検
討したいと考えている。
　なお、市役所などに電気自動車用を
充電する施設の計画はない。

・二酸化炭素を削減するため
に、エコドライブの推奨などと
あるが、市有車にエコカーを導
入するとか、エコカーを購入し
た人に対しての補助など旗振り
的なことをする予定はないので
すか。市役所などに電気を使っ
た車に充電する施設を増やして
いく計画はないのか。

質
問

主要施策（2－①） ・ＰＭ2.5については、毎日測定して
おり、住民に対しては、年間の平均値
と日平均値を広報とホームページで公
表し、高濃度になった時の注意喚起な
ども同時公表しております。また、町
内会などの会議の際にも報告してい
る。

基本計画２９　環境保全対策の推進

・ＰＭ2.5の測定結果の公表と
市としての対策などがあれば教
えてほしい。

87
質
問

主要施策（1）

89
質
問

主要施策（3）
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修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・食品ロスの件で、フードバンクを設
ける考えるのはあるのか。

・現時点では考えていない。
・今後、研究の必要はあると考えてい
る。

・道路パトロール時に不法投棄の回収
をしていただきたい。

・パトロール時に目についたものにつ
いては、対応していきたい。

・紙おむつについては、通常のごみ回
収で無料で対応しているため、紙おむ
つだけの回収の考えはない。

・単位は個とする。
（修正案）
　1,001個

・北斗市では、紙おむつの無料回収の
考えはあるのか。
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NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

・市街化区域の低未利用地の有
効利用とは具体的にどのような
利用か。

質
問

現状と課題 現状と課題　下から2行目

主要な生活機能の確保や地域活力の
維持を図り、安心して暮らせる北斗
市らしい「コンパクトなまちづく
り」が必要です。

基本計画３０　都市計画の推進

・「市街化調整区域で、田園風
景と都市的土地利用の調整に努
めます。」とはどのようなもの
を指すか。

・「都市的土地利用」という言
葉は幅が狭くなると思われるの
で、「土地利用」だけでよいの
では。

93
質
問

主要施策（1－①） ・市街化区域内に残る建築可能な低未
利用地は、市が直接造成することは無
いが、民間開発を誘導し宅地造成を促
していく。
また、用途地域の見直し及び変更によ
り、適当な建築規制の緩和を行い、低
未利用地が有効利用されるよう促す。

・「コンパクトなまちづくり」とは、
一般的に居住や都市機能、公共施設を
誘導する区域を設定し、緩やかに一定
程度の人口集積を図り、都市計画と公
共交通を一体的に検討し連携するよう
なことに代表される都市計画の方向性
のことである。
公共施設等の集約により利便性を保ち
ながら施設の総量を削減することで行
政コストを抑制する効果があり、まと
まりのある居住により、医療・福祉等
のサービス提供が効率化する。高齢者
をはじめとする住民が公共交通により
必要な施設にアクセスできる手段を確
保し、日常生活での移動負担を軽減す
るといった効果が期待される。
以上のことから今後の都市計画の推進
上、「コンパクトなまちづくり」は必
要と考える。

質
問

主要施策（1－②） ・市街化調整区域について、都市動
向を踏まえ、農林業との調整を図
り、豊かな自然環境を身近に感じら
れる田園風景と調和した適切かつ計
画的な都市的土地利用の調整に努め
ます。

・市街化調整区域において、地区計画
等により調整区域のまま一部地域を市
街地のような土地利用を行う場合など
において、周辺の農地等の環境条件に
配慮した計画とすることである。
・原則として市街化調整区域は市街化
を抑制すべき区域であるが、必要に応
じて地区計画等の都市計画制度により
市街地並みの土地利用を行う場合があ
る。
・用語として、一般的な土地利用の大
区分において、農業用地や林業用地な
どの土地利用については「農村的土地
利用」、都市用地やレクリエーション
用地などの土地利用については「都市
的土地利用」に大別されている。

・「コンパクトなまちづくり」
とはどのようなことか。

・合併してそれぞれの旧自治体
で形成した公共施設などを集約
することは可能かなのか。

92

94

39



修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・コンパクトを説明するために、「現
状と課題」の本文のうち、下から２行
目に記載しており、以下のとおり一部
加筆し、修正する。

（修正案）
　そのため、居住や都市機能、公共施
設を誘導する区域を設定し、公共交通
により必要な施設にアクセスできる手
段を充実させ、各地域ごとに主要な生
活機能を確保しつつ、地域活力を維持
し、緩やかに一定程度の人口集積を図
り、安心して暮らせる北斗市らしい
「コンパクトなまちづくり」が必要で
す。

・専門的用語を使うのであれば、注釈
などで説明した方が良いのでは。
・「田園風景と調和した」より「農業
と共存した」などの表記の方が分かり
やすいのでは。

・原則として市街化調整区域は市街化
を抑制すべき区域であるが、都市計画
制度により調整区域のまま市街地並み
に建築物や道路等を建造する土地利用
を行う場合がある。このような土地利
用を行う場合などにおいて、周辺の農
地等の環境条件や景観等にも配慮する
という趣旨である。
・用語として、一般的な土地利用にお
いて、農地や林地などの土地利用は
「農村的土地利用」、宅地や公園等の
レクリエーション用地などの土地利用
は「都市的土地利用」と言われてお
り、市街化調整区域において農村的土
地利用は当然であるが、それとの差別
化を図るためあえて都市的土地利用と
表現したものであるが、田園風景と都
市的土地利用の文章表現については、
主要施策1-②を次のとおり修正す
る。
（修正案）
市街化調整区域については、豊かな自
然環境を保全しつつ農業との共存を図
りながら本市のまちづくりの方向性を
踏まえ適切かつ計画的な土地利用の調
整に努めます。

また、委員の皆様から市民にとって分
かりにくいということや幅が狭くなる
などのご指摘をいただきましたので｢
都市的」という語句を削除する。

・一般的な土地利用の大区分において
「都市的土地利用」という用語が使わ
れているため、修正しないこととす
る。
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NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

主要施策（1－②）

基本計画３０　都市計画の推進

・要望先は、事業主体となる国や道な
どの機関となりますが、事業の進捗に
伴い発生する課題等によって、対応す
る関係機関も変更となるものあり、具
体的な明記は難しい。
・整備区間についても、要望にあたっ
ては、北斗市だけでなく渡島総合開発
期成会や、関係自治体で組織する各道
路整備期成会が主体となって要望する
ことになり、これも将来の情勢変化や
事業の進捗状況に応じて、関係自治体
との協議のなかで決まることであり、
現時点で整備区間を明記することは難
しい。

・国道や道道の要望に関し、要
望先や整備区間などを具体的に
明記できないか。

基本計画３１　広域交通ネットワークの整備促進

質
問

共通事項（計画）

質
問

主要施策（4－①） ・①上磯田園通の整備を促進しま
す。

・市道萩野一本木線の一本木から旧久
根別川と新川をまたいで、久根別５丁
目の公営住宅連絡線へ至る橋梁を新設
する整備である。

・「上磯田園通の整備」とはど
こからどこまでを指しているの
か。促進する具体的な箇所を記
入してはどうか。

97

96

95
質
問

98
質
問

共通事項（計画）
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修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・左記の部分を表現するため、以下の
とおり修正する。

（修正案）
①上磯田園通の整備（一本木～久根別
５丁目区間の橋梁新設等）を促進しま
す。

・道の駅に関しての事業計画はありま
せん。
・市内には、農協や漁協で設置運営し
ている施設があり、それが類似の施設
であると認識している。

・レクリエーション用地には、公園用
地も含んでいるのか。

・含まれている。

・道の駅などの計画はあるのか。
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基本目標４　市民参加による協働のまちづくり

基本計画３２　地域コミュニティ基盤の充実

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

基本計画３４　時代に対応した持続的で効率的な行財政運営

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

市民参加の推進のため、カラオ
ケ大会を実施してはどうか。

99
意
見

共通事項（計画） ・地域コミュニティを高めていくため
には、町内会での取り組みが重要であ
ると考えており、市としてはその活動
に対する支援として、町内会活動活性
化交付金などにより、事業活動の推進
に努めている。（主要施策４－②）
・運動会については、町内会単位で
は、３町内会で実施している状況はあ
るが、市が主体的に運動会を開催する
計画は持っていない。
・町内会単位で行っている運動会のほ
うが、地域のコミュニティ形成には有
効であると考える。

・市民参加の推進のため、町内
会長の力も借り、市をブロック
分けし、運動会を実施してはど
うか。

100
意
見

共通事項（計画） ・カラオケについては、市の公共施設
にあるカラオケ機械の利用者に温度差
があり、また利用する団体は、町内会
というより愛好会が多い現状であるこ
とから、カラオケ大会が市全体のコ
ミュニティ形成に有効かの判断は難し
いと考える。

現状と課題（最終段）
　こうした中、福祉サービス水準の
維持に努め、人口減少を克服する地
方創生や公共施設の長寿命化対策な
ど、新たな行政課題に対し、的確に
対応できるよう、弾力性をさらに高
め、之を持続させる財政運営を行っ
ていく必要があります。

・基本目標４に行財政に関する基本計
画を設けた意図は、意見のとおりであ
る。・市民参加の項目に行財政のこ

とを入れるのは、市民が行政に
参加するときに基本的な財政運
営を知ってほしいという意図が
あるのか。

・市民参加は要望だけではな
く、双方が現状を理解しながら
やっていきましょうというパー
トナーシップで、理解いただけ
る書き方はないか。

101
意
見

現状と課題
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修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・今後、各利用者への聞き取りなどを
行うが、現状では主要施策に加えるこ
とにはならないことから、修正しない
こととする。

・主要施策４ー②で町内会活動活性化
交付金などの支援を記載しており、運
動会のみ主要施策に加えることにはな
らないことから、修正しないこととす
る。

・意見を踏まえ、市の現状認識に関す
る記述を追加し、修正する。

（修正案）現状と課題の最終段に追加
　こうした中、福祉サービス水準の維
持に努め、人口減少を克服する地方創
生や公共施設の長寿命化対策など、新
たな行政課題に対し、的確に対応でき
るよう、弾力性をさらに高め、之を持
続させる財政運営を行っていく必要が
あります。
　さらに、行財政運営の情報が多くの
分野における協働関係を構築、拡大し
ていく上での基本情報であることか
ら、市民・行政の共通理解を深めてい
くことも重要です。

・今後議論する基本構想についても、
市民参加、協働という部分を踏まえ、
双方向ということが伝わるパートナー
シップということを意識し、表現を工
夫していきたい。
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基本計画３５　ほくと・魅力の向上

NO.
区
分

内容 該当箇所（修正前） 市の考え方

102
意
見

共通事項（計画） ・看板については、状況を再確認して
早急に修繕する。
・戊辰戦争の史跡としては、市内に台
場山や戸切地陣屋などがあり、函館を
含めて道南各地に遺跡があるので、今
後、渡島管内博物館連絡協議会などを
通じ、各市町と連携をとりながらPR
に努める、また観光ルートや学習の場
となるよう提案していきたい。

・戊辰戦争に関する史跡が市内
に結構あるが、市民がよくわ
かっていなく、知っている人が
その史跡を見に行っても、看板
の錆びなどで、表示している文
言が見えなくなっている。もう
少しアピールとして、隣の函館
市や松前町、江差町とタイアッ
プするなど、新たな魅力の発信
をすることはできないか。

・当別・茂辺地間の平磯を使っ
た水族館の建設はできないか。

・花いっぱい運動として、市の花であ
るマリーゴールドの植栽を行ってい
る。

104
意
見

共通事項（計画） ・参考意見とする。

103
意
見

共通事項（計画）

・北斗市を花いっぱいのまちに
できないか。

106
意
見

共通事項（計画）

105
意
見

共通事項（計画）
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修正内容・修正文案 第２回部会　意見・質問等 市の考え方・修正内容・修正文案

・戊辰戦争の関係史跡については、主
要施策３－①で本市固有の財産である
歴史や自然がたくさんの人を呼び込
み、本市への新しい人の流れをつく
る、また、基本目標２基本計画１０に
おいても文化財の収蔵保管に努めると
記載していることから、計画の修正は
しないこととする。
・他の市町との連携については、具体
的な事例であり、実施については実施
計画の中で検討したい。

・観光ルートを作っていく中での、観
光ガイドの育成、確保の考え方はどう
か。

・基本計画５の観光振興に案内人材の
育成を掲げている。
・現状2人とのことなので、人材育成
をしていくことは必要であり、取組を
進めている。

・花いっぱい運動については、基本目
標３基本計画７の主要施策３－②に記
載していることから、計画の修正はし
ないこととする。

・東京方面であるような、ＪＲのフ
リーパスを作ることはできないのか。

・市としても必要性について感じてい
ることから、利用者の声をＪＲにも届
けなければならないと考えている。

・市民一人ひとりが、自覚・意欲高揚
を持ってもらいたい。

・一方で今は行政に頼らないで作り上
げていくのかということも求められて
いると思う。

・市民と行政の協働を基本理念とし
て、まちづくりを進めていく。
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